
数学的な見方・考え方を働かせて
学びを深める授業づくりの工夫

～深い学びを促す「＋１アクション」による

授業改善の取り組みを通して～

宮古市立田老第一中学校
教諭・安倍 貴史



数学的な見方・考え方を働かせながら

数学的活動を通して

数学的に考える資質・能力を育成する

（１）今日的課題から

１ 主題設定の理由

授業改善

主体的・対話的で深い学び



上位、中位、下位のそれぞれの
層に応じた指導

〇全体の引き上げ

〇粘り強く問題を解こうとする力

〇最後まで説明をしようとする力

（２）宮古市及び宮古地域の課題から

１ 主題設定の理由



２ 研究目標

数学科の授業において、確かな理解に基
づく「深い学び」を実現するための授業改
善を視点として、数学的な見方・考え方を
働かせる有効な学習活動とその場面づくり
の工夫について、授業実践を通して明らか
にしていく。



小中の系統性の視点を大切にしながら、課
題設定・解決のための学習活動・まとめ・振
り返りを授業に明確に位置づけるとともに、
適用、発展・統合の時間を重視した授業づく
りを行い、数学的な見方・考え方を働かせる
場面を意図的に位置づけることで、学びをさ
らに深めることができるのではないか。

３ 研究の仮説



（１）小中の系統性の視点を大切にするとともに、授業
では明確な課題設定、課題を解決するための学習活
動、振り返りを50分の中に構想する。

４ 研究の内容

（２）確かな理解に基づく「深い学び」を実現するため
に適用・発展の時間を重視した授業づくりを行う。
その工夫として、授業の終盤での「＋１アクション」
をキーワードに掲げ、発展的に考える＋１問や、ね
らいに沿った評価問題等を位置づける。



４ 研究の内容

（１）小中の系統性の視点を大切にすると
ともに、授業では明確な課題設定、課題を
解決するための学習活動、振り返りを50
分の中に構想する。



田老第一小学校
田老第一中学校

山口小学校
宮古第一中学校

千徳小学校
宮古西中学校

藤原小学校
宮古河南中学校

崎山小学校
宮古第二中学校

（例）H２７の取り組み

みやこ学力向上ネットワーク事業



②学習課題を解決させるための学習活動

③学習の振り返り

④学習活動の流れが分かる板書

授
業
交
流

相
互
評
価

①学習の見通し

授業改善の４つの視点

いわて授業づくり３つの視点



既習内容の確認を効果的に位置づける

学び合いを通して課題解決をさせる

できるようになったこと、わかったことなど、算
数・数学用語を用いて自分の言葉でかかせる

②学習課題を解決させるための学習活動

③学習の振り返り

①学習の見通し

４つの視点に関わる小中共通の具体的な取り組み



小学校と中学校で共通した板書構造

中学校

小学校

チョークの
色わけ

１時間の
指導過程

板書内容
の配置

④学習活動の流れが分かる板書

課題・
まとめ

見通し

学習活動



４ 研究の内容

（２）確かな理解に基づく「深い学び」を実現す
るために適用・発展の時間を重視した授業づ
くりを行う。
その工夫として、授業の終盤での「＋１アク
ション」をキーワードに掲げ、発展的に考える
＋１問や、ねらいに沿った評価問題等を位置
づける。



中学校数学ブラッシュアップ 研究テーマについて

確かな理解に基づく「深い学び」を実現するために、
適用、発展・統合の時間を重視した授業づくりと、
終末での「＋１アクション」

主体的・対話的で深い学び

「数学的な見方・考え方」
を働かせて

数学科における「見方・考え方」

「事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して
捉え、論理的、統合的・発展的に考えること」

H30 宮古地区授業力ブラッシュアップ事業



平成30年度学校教育指導指針（岩手県教育委員会） 算数・数学

授業改善の５つの視点（いわて五ツ星の授業づくり）

数学的な
見方･考え方
を働かせる

算数･数学の
学びに向かう
態度を育む

活用を通して
知識及び技能の
習得を促進

適用，発展･統合
の時間を

重視した展開

授業前半の
数学的活動の
焦点化，ｽﾘﾑ化

＋１ アクション



①活用を通して知識及び技能の習得を促進すること。



２点になる確率は８通り
１点になる確率は６通り

１点より２点のほうが
とりやすい!!!

＋１ アクション

1点より2点の

ほうがとりやす
くない？

H26 全国学力・学習状況調査問題 B 5

重複せず落とさず
数え上げるには
「樹形図が有効!!!」

≪＋１アクションのねらい≫
①問題解決の必然性を感じさせる。
②図を用いることが大事だという
理解を深めさせる。
③技能をさらに習熟させる。



②授業で解決した内容についてさらに統合・発展的に見ることで学習内容の理
解を促進すること。



次時に扱う問題の連立方程式を
先取り!!!

≪＋１アクションのねらい≫
①「等式の性質を利用して式を処理しやすい
形に変形する」という、より本質的な見方・
考え方ができるようにする。

②次時の授業の焦点化につなげる。

＋１ アクション





≪＋１アクションのねらい≫
直線の決定条件について振り返り、統合的に見ることができるようにする。

①傾きと切片が決まること（前時）
②傾きと１点が決まること（本時）
③切片と１点が決まること（本時）
④２点が決まること（次時）

＋１ アクション



グラフで切片を
確認する活動

表を使って切片を
確認する活動

式に数を代入して切片を求める

さらに＋１

生徒の振り返りの記述より

＋１ アクション



③表面的な理解から、本質的な理解への昇華。
（誤答を生かした生徒のつまずきに対応した指導）



H27 全国学力・学習状況調査問題 A 6



H27 全国学力・学習状況調査問題 A 13



④諸調査の問題において正答が落ち込んでいる問題に取り組ませること。
（つまづきへの対応）

学力調査から見える本校の課題

▲正負の数の分数の除法ができる

▲等式を変形し、ある文字について
解くことができる

▲1次関数の表と式を相互

に関連付けて変化の割合
が表のどこから読み取れ
るのかを説明することがで
きる
▲与えられたヒストグラムから、与え
られた条件に合うものを読み取るこ
とができる

いわて五つ星の授業づくり１９～２０ページ



＋１ アクション

さらに＋１



県 本校 県比 県との差

H28 ４０．６ ３０．３ ７４．６ －１０．３

H29 ４７．０ ２６．９ ５７．３ －２０．１

H30 ４５．２ ４８．５ １０７．２ ＋３．３

「1次関数の表と式を相互に関連付けて変化の割合が表のどこから
読み取れるのかを説明することができる」（正答率）

〇H28～H30の県学習定着度状況調査（中２）結果より

〇H29県新入生学習状況調査（中１）及び H30県学習定着度状況調査（中２）
結果（領域正答率）より

県 学校 県比 県との差

H29（中１） 数量関係 ６５．５ ５６．９ ８６．８ ―８．６

H30（中２） 関数 ４７．７ ４６．１ ９６．７ ―１．６



⑤発展的な問題に取り組ませることで、中・上位の生徒をさらに伸ばす。

全体に適用問題を与えながら、上位の生徒には
さらに発展問題として章の問題Bから1問出題。

＋１ アクション



＋１ アクション



教師からのねらいをもった発問

学びが深まることがゴール

ことばで区別することで、違いを明確に
して、問題を解くときに使い分けること
ができる。（技能のさらなる定着）

対応比（が等しい）

形状比（が等しい）

「今日習ったの、何と似てる？」 統合的な見方を促す

「この次、どんな問題出すと思う？」

中学校でふだん扱わない数学に関する知識

発展的な見方を促す



５ 成果と課題

◎成果
・H30県学調（中２）とH31全国学調（中３）を同一集団で

経年比較すると得点分布において、主に中下位の生徒
のグラフが右に動いている。わずかながら上位の生徒
の正答数も上がった。

H30県学調（中２） H31全国学調（中３）



５ 成果と課題

◎成果
・H30県学調質問紙調査において、「授業の内容がよく

わかる」という質問に対する肯定的解答は県を上回っ
た。

H28

H29

H30

県学調質問紙（中２）

学校
県

学校
県

学校
県



５ 成果と課題

◎成果
・教材研究では、教材の系統性をとらえなおすことに
よって、授業者にとってより深い教材分析ができると実
感した。

・授業では、「＋１アクション」を通して学びの過程を振り
返ることができ、生徒にとって自然な流れで学習課題の
まとめをすることができた。

・生徒の授業の振り返りがより深まると感じた。「＋１ア
クション」を考えながら授業づくりをすることで、授業者
のねらいがより焦点化されるとともに、ねらいに迫るた
めの具体的な活動が位置づけられるので、生徒も振り
返りがしやすくなったと思われる。



５ 成果と課題

課題

・難易度の高い問題ばかりに偏ると、下位の生
徒の意欲がそがれる。「＋１アクション」は必ずし
も上位の生徒だけのものではなく、どの生徒に
対しても学習の深まりが期待できるものをという
考え方を改めて確認する必要がある。

・単元としてつけたい力を考えながら、「＋１アク
ション」を含んだ単元計画を作成すること。また
同様に、内容の系統性を考えながら、３年間を通
した「＋１アクション」の指導計画を考え、実践し
ていきたい。



ご清聴ありがとうございました


